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本日の内容

マイクロプラスチック（MP）とは･･･

定義、自然環境に及ぼす影響について等

環境科学センターが取り組むMPに関する研究

概要、調査結果等

県民参加調査

概要、調査結果等
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マイクロプラスチック（MP）とは･･･

 5mm以下のプラスチック

（海洋中MPおよそ5兆個と見積）

 排出後の外的作用の有無により「一次」と

「二次」に分けられる

 一次；レジンペレット等

 二次；プラスチック製品等が紫外線、波

の作用により細片化したもの（破片）

 その影響は

 海水から化学物質を吸着、濃縮し、遠隔

地へ輸送する（周辺海水の十万～百万

倍に濃縮（Mato et al., 2001））

 海洋生物に捕食され、ダメージを与える
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海洋中のMP総量は約5兆個

Eriksen et al., Plos One, 2014
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MPのもとは何か･･･

国連海洋汚染専門家会議（GESAMP）報告書(2015) Fig3.2をもとに作成



5山下ら, 日本生態学会誌, 2016

MPの海洋中の挙動
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Thompson et al., Science, 2004

ゴカイ類の例

海洋生物に捕食されたMP

魚体消化管の例

Boerger et al., Mar. Pollut. Bull., 2010
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 消化管から分離されたマイクロビーズ

Tanaka et al., Sci. Rep., 2016

東京湾のカタクチイワシ中のMP
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海鳥に捕食されたプラスチック

 ハシボソミズナギドリの場合

高田ら, 海洋と生物, 2014

画像出典；Wikipedia

高田, 国民生活, 2016
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･･･では、神奈川県の状況は？

横浜市内唯一の自然海浜、野島海岸で採取したMP
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かながわプラごみゼロ宣言

神奈川県ではクジラの体内
から発見されたプラスチッ
ク片についてクジラからの
メッセージと受け取り、
平成30年9月にかながわ
プラごみゼロ宣言を発表。
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環境科学センターにおける研究の目的

必要性

神奈川県にとって相模湾の保全は、自然環境・海洋生態系保全及び海面

漁業資源保護の観点から重要

相模湾の保全対策は、これまで水質及び海岸ごみ（粗大物）を対象に実

施してきたが、今後海洋プラスチック汚染対策についてどう対応すべき

か検討する情報が不足

環境省でもMP調査が行われているが、対象は日本近海の漂流MPであり、

相模湾の保全及びその前段にあたる研究は、地元である神奈川県が主体

的に行うべき

分布量調査を
開始！！

着眼点

A)化学物質量 ⇒近年MPの関心が高まったのは、MPに吸着・濃縮する

化学物質量の多さが注目されたため。最終的には、海洋

生物への影響を勘案して相模湾の海洋環境を評価する

ことを目指す

B)分布量 ⇒そのためには、まず化学物質の吸着･濃縮媒体としての

MPの存在量を明らかにすることが必要
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漂着量把握の調査地点

① 逗子海岸（田越川右岸）

② 鵠沼海岸（引地川右岸）

③ 高浜海岸（相模川右岸）

④ 山王網一色海岸（酒匂川右岸）

⑤ 久里浜海岸（平作川右岸）

漂着状況調査のため、平成28年11月より相模湾沿岸
4ヶ所、比較のため東京湾沿岸1ヶ所で調査を実施。
採取場所は河口付近の海岸を選定。

❺

❶
❷❸

❹
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MP採取方法

13

40cm四方の採取区画を設定

約3cmを削り取り、4.75mmメッシュで篩い分け

0.84mmメッシュで篩い分けし、大きなMPをピンセットで採取

4倍量の水道水に投入後撹拌、浮遊物からMPをピンセットで採取
【比重分離】

形状と色の記録、長軸長さの計測【実体顕微鏡】

材質を判別（PE、PP、PS、その他）【FTIR】

【通過物】

《海岸》

《実験室》

※

※ 浮遊物がなくなるまで繰り返す

※ その他はPE、PP、PS以外の材質(ウレタンやEVA
(エチレン酢酸ビニル共重合体)等)を分類
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高浜台 山王網一色

MP形態別漂着量比較

話題のストロー(PPフィルム)は全体のわずか0.1%！
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その他の地域は多く
のMPが漂着している。
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高浜台 山王網一色

地域別MP材質構成比較

相模湾沿岸のMPは
河川由来の可能性が高い

漂着状況(数、材質構成)から

次の3類型に分類

Ⅰ 鵠沼、高浜台型
(量:多い、種類:PE,PP,PS)

Ⅱ 山王網一色、久里浜型
(量:多い、種類:PSが主)

Ⅲ 逗子型 (量:少ない)

久里浜 逗子 鵠沼
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その他

8%

PE
4% PP

3%

PS
86%

その他

7%



16

相模湾のMPは外洋由来よりも内陸由来であると推定
されるため、更なる相模湾沿いのMP分布量等について
調査地点を拡大し県民参加型の調査を行った。

・調査目的:相模湾沿岸のMP汚染状況の把握

・調査地点:神奈川県内(相模湾もしくは東京湾沿岸)

・調査期間:随時(現在も募集中)

今回の発表では平成30年4~9月実施分を報告

・調査項目:MP分布量、材質比率

・調査方法:作業量の負担を考え、採取サイズを2.0mm  

以上とし、さらに比重分離を省略した簡略

的な採取方法で実施。

県民参加による相模湾MP汚染調査の概要①
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県民参加による相模湾MP汚染調査の概要②

40cm四方の採取区画を設定

約3cmを削り取り、4.75及び2.00mmメッシュで篩い分け
し、2.00mmメッシュ上に残ったMPをピンセットで採取

0.84mmメッシュで篩い分けし、大きなMPをピンセットで採取

4倍量の水道水に投入後撹拌、浮遊物からMPをピンセットで採取
【比重分離】

形状と色の記録、長軸長さの計測【実体顕微鏡】

材質を判別（PE、PP、PS、その他）【FTIR】

【通過物】

《海岸》

《実験室》

※

※ 浮遊物がなくなるまで繰り返す

比重分離
工程を省略
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簡略法を行うにあたっての事前調査①

簡略法の場合、比重分離を省くため材質の組成比率や採取量への
影響が懸念されることから、事前にそれらの影響を調査した。

組成比率 〇簡略法での採取〇従来法での採取
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従来法と簡略法で同一のデータが得られた！
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簡略法を行うにあたっての事前調査②
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調査地点

平成30年9月末までに延べ11団体21検体ご協力頂いた。

県西地域 2検体(❶～❷)
三浦・横須賀地域 1検体(❸)
横浜地域 1検体（❹）
湘南地域 17検体(❺～⓬)

❷ ❸

❹

❺❻❼❽❾❿
⓬

❶

⓫
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調査で得られたMPについて①
ポリエチレン

(PE)

ポリプロピレン

(PP)

無色のペレット
や色鮮やかな破
片が多い。

無色のペレット
や色鮮やかな破
片が多い。

ポリスチレン

(PS)

白色の発泡スチロ
ール片が主。球形の
ものや破片が多い。

その他

EVA(エチレン酢
酸ビニル共重合
体 )やウレタン
が含まれる。
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調査で得られたMPについて②

実際に得られたMPのうち、特徴的なものを紹介する。

被覆肥料 人工芝 樹脂ペレット

カプセル型の樹脂中
に肥料を入れた緩効
性肥料。
ウレタンやEVAが
主。

ゴルフ場やマット
に使用される。
素材はPEが多い。

プラスチック製品の
原料。工業用として
使用される。PEや
PPが多い。

特徴的なプラスチックは排出元や用途の特定に役立つ。

※1目盛は1mmを指す
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調査結果①材質の組成比率①
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採取場所が近い場合(概ね150m以内)は採取個数が多い値を表示。
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材質比率から採取地域の分布型をまとめた。

❷

❸

❹

❺❻❼ ❽❾ ❿ ⓬

❶

分布型
PE,PP,PS混合型

PSメイン型

調査結果①材質の組成比率②

近隣の地域は同じ傾向を示すところが多かった。
相模湾沿岸はPP、PE、PSが混在している分布型が主で
局所的にPSが突出した分布型が見られた。

⓫
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調査結果②漂着数

❷
❸

❹

❺
❻

❼

❽ ❾

❿

⓬

❶

総個数
0~50  個/m2

50~500個/m2

500~個/m2

※個数区分はこれまでの相模
湾沿岸調査結果から採取率
等を考慮し3段階に設定。

⓫

漂着数に関しては比較するほどのデータ数がまだ得られて
いないが、現時点では以下のことが判明した。
・同時期でも地域により漂着数に差がある。
・相模川は河口から離れた場所の方が漂着数が多かった。

季節
4~5月

6月
7月
9月

風速及び雨量
時間最大雨量10mm超又は平均風速10m/s超時
上記以外
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まとめ

・特徴的なMPが得られており、発生源の特定に役立て
られる可能性がある。

・相模湾の主たる材質構成はPE、PP、PS混合型だが、
局所的にPSが多い地点が点在した。

・分布量については比較に必要なデータ数が得られて
いないため、今後継続的な調査が必要。但し地域差が
あることと、相模川近郊では河口よりも離れた地域の
方が漂着量が多いことが判明。
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今後の課題

❷ ❸

❹

❺❻❼❽❾❿
⓬

❶

⓫

今回の調査を通して以下の課題が見つかった。

・データの得られていない地域(小田原、二宮、鎌倉、
葉山、横須賀等)の調査 。

・既に調査している地域の漂着量推移調査。特に季節や
雨量・風量による影響確認が必要。
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マイクロプラスチック採取調査のお願い

・マイクロプラスチック汚染調査は現在も継続中です。

・お近くの海岸で構いませんのでご興味のある方は

調査にご協力ください！特にデータの少ない地域

(小田原、二宮、鎌倉、葉山、横須賀等)にお住まいの

方は是非ご協力お願いします。

・採取器具は全て貸出可能ですので神奈川県環境科学

センターまでお問合せください！
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